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花木）ヒカンザクラ
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美しい水と緑に包まれ
元気で豊かに光るまち。

大地の活力とうまんちゅの魂が
創り出す自然共生の清らまち

マリーゴールド

26,803人34,026人

26.90k126.49k

人口は平成20年７月31日現在

巻末特集 姉妹都市
八重瀬町

伊吉栄徳さん 69歳
八重瀬町
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八重瀬町

那覇市

那覇空港

太平洋から見た八重瀬町

具志頭城跡にある土佐之塔
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万
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。

　

特
に
東
風
平
地
域
の
伊
覇
・
屋

宜
原
は
区
画
整
備
事
業
で
、道
路

の
拡
張
や
フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
店
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
進
出
も
あ
り
今
一
番
、人
口
増

が
期
待
さ
れ
る
地
域
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、具
志
頭
地
域
は
自
然
豊

か
な「
ぐ
し
ち
ゃ
ん
浜
」や「
玻
名

城
の
郷
ビ
ー
チ
」な
ど
カ
ラ
フ
ル

な
熱
帯
魚
や
さ
ん
ご
礁
に
出
会

え
る
青
い
海
が
あ
り
ま
す
。14
世

紀
か
ら
15
世
中
ご
ろ
の
城
跡
や

高
知
県
・
山
梨
県
の
慰
霊
碑
が
建

つ
具
志
頭
城
跡
な
ど
景
観
的
に

も
美
し
い
場
所
で
す
。

　

農
作
物
は
ピ
ー
マ
ン
や
オ
ク

ラ
の
生
産
量
が
高
く
、ま
ち
の
各

所
に
農
場
が
み
ら
れ
ま
す
。ま
た
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ゴ
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。

初にこの公園をきれ
いにしようと思った

のは、伸び放題の木を切っ
てあげたいと思ったこと
からでした。今の夏時期は
毎朝６時ごろに塔周辺の
清掃を行い、きれいで参拝
のしやすい公園にしよう
と心がけています。
　一度は清掃をやめよう
と思ったこともありました。
しかし、戦没者遺族会の交
流を通じてお世話になっ
た高知の友人に「やめたら、
だれがここを清掃してく
れるの。伊吉さんのほかに
できる人はいないに…」と
言われた言葉が、胸を打ち「生
きている間は清掃を続ける」
と約束しました。その友人
は亡くなりましたが、それ
以来、毎朝、清掃のため公

園に向かっています。

▲平成18年に交わされた
　　　姉妹都市提携盟約書
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す
。
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７
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３
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そ
う
し
た
交
流
が
毎
年
行
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
、合
併
し
た
今
年

も「
第
27
回
八
重
瀬
・
高
知
児
童

生
徒
交
歓
会
」と
し
て
８
月
21
日

か
ら
３
日
間
、沖
縄
で
交
歓
会
が

行
わ
れ
友
好
を
深
め
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
に
野
市
町
と
具
志

頭
村
の
姉
妹
都
市
提
携
が
結
ば
れ
、

両
町
村
の
合
併
を
経
て
、そ
の
思

い
が
香
南
市
と
八
重
瀬
町
に
も

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
中
学
生
が
沖
縄
へ
修

学
旅
行
へ
行
く
時
も
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佐
之
塔

へ
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献
花
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を
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学
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の
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と
し
て
戦
争

の
悲
惨
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と
平
和
の
尊
さ
を
学

ん
で
欲
し
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と
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え
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ま
す
。

　

八
重
瀬
町
の
中
村
信
吉
町
長

は
香
南
市
と
の
交
流
を「
先
輩
の

築
い
て
く
れ
た
壁
や
隔
た
り
の

な
い
大
切
な
絆
、こ
の
す
ば
ら
し

い
交
流
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」

と
話
さ
れ
ま
す
。

　

ま
ち
の
つ
な
が
り
を「
防
災
応

援
協
定
」調
印
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で
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沖
縄
言
葉
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こ
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す
。

た
げ
ー
に

て
ぃ
ー
と
ぅ
て
ぃ

ぬ
ー
ぐ
と
ぅ
ん

め
ー
む
き
に

う
み
は
ま
て
ぃ

い
ち
ゃ
び
ら

お
互
い
に
手
を
取
り
合
っ
て

何
ご
と
に
も

前
向
き
に
努
力
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！　

土佐之塔のある公園を清掃している
伊吉さんにお話を伺いました。
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